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広瀬町菅原地区・布部地区では停電発生

丸山島根県知事、田中市長らが被災
地を視察
（１月８日：東比田交流センターほか）

問
い
合
わ
せ
先　

防
災
課　

℡
23-

３
０
７
４

●
安
来
市
の
被
害
状
況
（
１
月
31
日

時
点
の
集
計
）

▽
重
傷
１
人　

▽
軽
傷
１
人　

▽
住

家
一
部
損
壊
１
２
３
棟　

▽
文
化
・

社
会
教
育
施
設
・
文
化
財
等
41
施
設

▽
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
30
施
設

▽
医
療
・
福
祉
施
設
15
施
設　

▽
そ

の
他
公
共
施
設
３
施
設　

▽
商
工
施

●
主
な
復
旧
事
業
の
内
容

▽
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
支
給

事
業
２
２
０
０
万
円　

▽
被
災
中

小
企
業
等
事
業
継
続
支
援
事
業

２
０
０
０
万
円　

▽
農
林
災
害
復

旧
事
業
１
０
０
０
万
円　

▽
道
路
橋

り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業
２
０
０
０
万
円

　

１
月
６
日
㈫
の
午
前
10
時
18
分
。

突
然
の
大
き
な
揺
れ
。

　

地
震
発
生
か
ら
６
日
の
24
時
ま
で

に
有
感
地
震
（
人
が
揺
れ
を
感
じ
る

震
度
１
以
上
の
地
震
）
が
38
回
発
生

し
ま
し
た
。

●
被
害
を
受
け
た
方
へ

　

広
報
や
す
ぎ
２
月
号
と
合
わ
せ
て

配
布
し
た
『
被
災
者
復
旧
各
種
支
援

制
度
』
を
確
認
し
、
必
要
な
制
度
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

２
次
元
コ
ー
ド
）
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
者
は
、『
被
災

中
小
企
業
等
事
業
継
続
支
援
事
業

（
詳
細
は
15
ペ
ー
ジ
）』
を
確
認
く
だ

さ
い
。

設
14
事
業
所　

▽
観
光
・
宿
泊
施
設

11
施
設　

▽
道
路
73
カ
所　

▽
ダ
ム
・

小
水
力
発
電
所
３
カ
所　

▽
農
地
・

農
業
用
施
設
24
カ
所　

▽
農
作
物
・

農
業
用
共
同
利
用
施
設
等
７
施
設　

▽
林
産
施
設
１
施
設　

▽
水
道
本
管

漏
水
１
カ
所　

▽
水
道
断
水
18
戸　

▽
水
道
宅
内
漏
水
５
カ
所
（
水
道
宅

内
漏
水
は
個
人
か
ら
業
者
へ
の
直
接

依
頼
が
原
則
の
た
め
正
確
な
件
数
は

不
明
）

●
災
害
対
策
本
部
を
設
置

　

市
で
は
、
地
震
発
生
と
同
時
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
害
の
確

認
お
よ
び
対
応
に
努
め
ま
し
た
。

　

６
日
の
12
時
に
は
17
カ
所
の
交
流

セ
ン
タ
ー
を
避
難
所
と
し
て
開
設

し
、
22
世
帯
29
人
の
皆
さ
ん
が
自
主

避
難
し
ま
し
た
。
翌
７
日
、
全
員
の

帰
宅
に
よ
り
す
べ
て
の
避
難
所
を
閉

鎖
。
そ
の
後
１
週
間
程
度
、
余
震
を

警
戒
す
る
体
制
を
継
続
し
ま
し
た
。

　

被
害
状
況
を
確
認
し
、
市
内
の
小

中
学
校
は
予
定
ど
お
り
８
日
に
始
業

式
を
行
い
、
９
日
に
は
給
食
も
提
供

で
き
ま
し
た
。
一
方
、
広
瀬
地
域
セ

ン
タ
ー
の
閉
庁
や
市
立
病
院
の
休

診
、
消
防
出
初
式
の
中
止
な
ど
、
市

民
生
活
に
影
響
が
出
ま
し
た
。

大きく崩れた奥の谷農道（伯太町） 最
大
震
度
５
強

最
大
震
度
５
強

　
　

震
源
地
は
島
根
県
東
部

　
　

震
源
地
は
島
根
県
東
部
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令和８年４月１日から

９ページは料金改定する主な施設です。利用目的等により料金は異なります。
各施設の詳細は、市ホームページ（右２次元コード）から確認ください。

１．料金改定の考え方１．料金改定の考え方

２．新しい使用料の決め方２．新しい使用料の決め方

　施設の運営にかかる「使用料原価」と施設
の性質に応じた「受益者負担割合」を組み合
わせ、現在の使用料とのバランスも考慮して
決定します。

使用料原価…使用料原価…
　施設の維持管理費や人件費など、運営にか
かる経常的な経費です。

　市ではこれまで、消費税率の改定時を除き、
公共施設の使用料を据え置いてきました。し
かし、近年のエネルギー価格や物価の高騰に
より、施設の維持管理費は大幅に上昇してい
ます。

公共施設の公共施設の
使用料等を改定します使用料等を改定します

問い合わせ問い合わせ　財政課　☎２３- ３０２５　財政課　☎２３- ３０２５

　市有財産である施設を適切に維持し、皆様
に安全・安心にご利用いただくため、経費と
使用料の見直しを行いました。
　令和８年４月１日から次のとおり使用料を
改定します。

□受益者負担の原則□受益者負担の原則
　施設を「利用する人」と「利用しない人」
との公平性を保つため、利用する人に費用の
一部を負担していただく「受益者負担」の考
え方を原則とします。

□使用料の算定基準□使用料の算定基準
　施設にかかる経費を「利用者が負担する部
分」と「税金で負担する部分」に分け、使用
料の標準的な算定基準とします。

□定期的な見直し□定期的な見直し
　市民ニーズや施設の維持管理経費の変化に
対応するため、概ね５年ごとに使用料の見直
しを検討します。
　ただし、制度改正や急激な物価変動など、
社会情勢の変化があった場合は、５年を待た
ずに見直しの検討を行います。

受益者負担割合…受益者負担割合…
　施設の公共性に基づき、以下の２つの視点
で負担率を設定します。
① 必需性が高い（市民生活に欠かせない）
　必需性が高いほど税金（公費）での負担を
　大きくし、利用者の負担割合を低く設定しま
　す。
② 市場性が高い（民間にも類似サービスがある）
　市場性が高いほど税金（公費）での負担を
　抑え、利用者の負担割合を高く設定します。
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№ 施設名
料金　円（税込）

問い合わせ
主な種目 現行 改定後改定後

１ 広瀬町民会館 表の上/非営利 100 130130 広瀬地域セ
ンター 23-3200

２ 広瀬町名誉町民顕彰館 会議室 100 130130
３ 井尻老人憩の家 和室 990 1,4801,480 地域振興課 23-3070

４ 斎場独松山霊苑
火葬/12歳以上/１体 

（関係区域住民） 
（関係区域住民以外）

10,000
50,000

12,00012,000
60,00060,000

市民課 23-3080

５
伯太中央交流センター

（わかさ会館） 小会議室/非営利 110 160160
地域振興課 23-3070

赤屋交流センター 小会議室/営利 550 820820

６ 鷺の湯公園、清水展望台
公園

占用（第１種電柱）/１本/
１年 620 630630 観光振興課 23-3108

７ やすぎ懐古館一風亭 各室 310 350350 定住産業課 23-3105
８ 加納美術館 入館料/高校生以下 520 無料無料 文化課 23-3186

９ 母里交流センター
（はくた文化学習館） 会議室/営利 550 820820 地域振興課 23-3070

10

安来球場、安来西部球場

スポーツ利用/入場料未徴
収/一般

550 710710

地域振興課 23-3075
安来南体育館 550 710710
広瀬体育館 270 350350
伯太体育館 820 1,0701,070
伯太運動広場 880 1,1401,140

11 山佐ダム体験交流施設 宿泊/１棟/１泊 8,000 9,0009,000 観光振興課 23-3111

12

安来公園（市民体育館） 競技場/アマチュアスポーツ/
入場料未徴収/一般/占用 1,650 2,1402,140

地域振興課 23-3075安来運動公園 庭球場/コート１面/一般 380 500500

広瀬中央公園
総合体育館/大体育室/アマ
チュアスポーツ/入場料未徴
収/一般/占用

1,010 1,3101,310

13 安来節演芸館 ホール/平日/非営利 31,500 37,73037,730
観光振興課 23-3111

14 湯田山荘 宿泊/和室/１泊 6,000 7,4807,480

15

安来中央交流センター 青年研修室/非営利 220 330330

地域振興課 23-3070広瀬中央交流センター 講堂/非営利 1,100 1,6501,650
地区交流センター

（赤屋、母里を除く） 会議室・研修室等/営利 550 820820

16 観光交流プラザ ステーションギャラリー/営利 2,200 3,3003,300 観光振興課 23-3108
17 学習訓練センター 実習室/非営利 1,040 1,5701,570 定住産業課 23-3104
18 道の駅あらエッサ 多目的施設/営利 1,670 2,2002,200 観光振興課 23-3111
19 和鋼博物館

入館料/一般
310 460460 和鋼博物館 23-2500

20 歴史資料館 210 300300 文化課 23-3185

21 三日月公園ふれあい館 特産品販売所/営利 150 200200 広瀬地域セ
ンター 23-3200

22 安来市総合文化ホール 小ホール 7,590 9,8609,860 文化課 23-3039
23 憩いの家 入浴/大人/１人 410 440440 観光振興課 23-3111

■料金を改定する主な施設 各施設の料金改定は、施設の担当課へ問い合わせください。
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健康の窓
3 月は「自死対策3月は「自死対策
強化月間」です強化月間」です

■問い合わせ　いきいき健康課　☎ 23-3220

あなたの一声が誰かの支えになりますあなたの一声が誰かの支えになります

　自死は誰もが当事者となり得る重大な問題です。
安来市でも毎年自死により尊い命が失われていま
す。その多くが追い込まれた末の死であり、背景
には、精神保健上の問題だけでなく、過労、生活
困窮、育児や介護疲れ、いじめや孤立などのさま
ざまな社会的要因があることが知られています。
　「自死対策強化月間」にあわせて、自分の心の
状態を確認し、周囲の人に気を配ってみませんか。

■自分でできること（セルフケア）
　悩みやストレスを１人で抱え込まないことが大
切です。まずは、下の「ストレス度チェック」を
見ながら、直近２週間の様子を振り返ってみま
しょう。「２項目以上」あてはまり「2 週間以上ほ
とんど毎日続いている」場合は、医療機関や相談
窓口へ相談してみましょう。

■周囲の人ができること
～あなたは命の門番（ゲートキーパー）です～
【気づき】
　発言や行動、体調の変化など家族や仲間の変化
に気づき、自分にできる声かけをしましょう。
【傾聴】
　悩みを話してくれる身近な人がいたら、できる
限り耳を傾けましょう。
【つなぎ】
　かかえている問題を解決できるよう、公的相談
機関、医療機関等の専門家へつなぎましょう。
【見守り】
　温かく寄り添いながら、じっくりと見守りま
しょう。

■ゲートキーパー養成講座
　地域や団体の集まりに出向く「出前講座」を実
施しています。こころの病気やストレスとの付き
合い方、悩んでいる人への対応などについて学び
ます。お気軽に申し込みください。
申込　開催希望日の一カ月前までに、いきいき健
康課（☎ 23-3221）へ。

ひとりで悩まず相談を
○島根いのちの電話　☎ 0852-26-7575（月
～金 / ９時～ 22 時、土９時～日 22 時）
○心のダイヤル（島根県立心と体の相談セン
ター）☎ 0852-21-2885（月～金 /９時～ 17
時 / 祝日・年末年始を除く）

ストレス度チェック

　　□　毎日の生活に充実感がない

　　□　これまで楽しんでやれたことが、

　　　　 楽しめなくなった

　　□　以前は楽にできていたことが、

　　　　 今ではおっくうに感じられる

　　□　自分が役に立つ人間だと思えない

　　□　わけもなく疲れたような感じがする

■こころの健康づくり講演会を開催します
○こころの健康づくり講演会
日時　３月４日㈬ 18 時 30 分～ 20 時
講演　「大人の発達障がいについて
　　　　 　～日々の診療をとおして～」
講師　いしいクリニック　小川 寿

ひさし

先生
場所　安来中央交流センター　３階講義室

○ゲートキーパー養成講座
日時　３月４日㈬ 17 時 45 分～ 18 時 15 分
場所　安来中央交流センター　２階第６会議室
※続けて受講できます。
申込　・電話（23-3221）から申込
　　　・右２次元コードから申込
締切　3 月 3 日㈫

ヘ

「うつ対策推進方策マニュアルから抜粋」 
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New Books Introduction新刊図書紹介図書館司書が選んだ注目の新刊を紹介します。

その他の新刊図書情報はその他の新刊図書情報は
安来　図書館情報　検索

【問い合わせ】
やすぎ図書館……☎ 22-2574
ひろせ図書室……☎ 32-4455
はくた図書室……☎ 37-0050

NEWその他　新刊図書

●猫とウサギと龍の本� 松浦寿輝

●ブーズたち鳥たちわたしたち

� 江國香織

●湯船� 　　　　　　　　　武内涼

●なぜ人は締め切りを守れないのか

　　　　　　　　　　　� 　難波優輝

●お土産の文化人類学� 　鈴木美香子

●広告の昭和� 竹内幸絵

●だまし絵の科学� 竹内龍人

●具だくさんの満足スープ

　　　　　　　　　� 市瀬悦子

●かぎ針で編むニットフラワー

　　　　　　　　� 日本文芸社

●山がめざめて� マット・シャンクス

第
４
回
安
来
探
訪

第
４
回
安
来
探
訪

『
明
治
期
の
旧
能
義
郡
に
お
け

『
明
治
期
の
旧
能
義
郡
に
お
け

る
軽
便
鉄
道
計
画
』
～
幻
の

る
軽
便
鉄
道
計
画
』
～
幻
の

人
車
鉄
道
計
画
の
実
態
に
迫

人
車
鉄
道
計
画
の
実
態
に
迫

る
～
る
～

　

明
治
時
代
に
お
け
る
旧
能
義
郡

で
の
鉄
道
計
画
の
実
態
と
、
そ
の

歴
史
的
な
意
義
を
探
り
ま
す
。

日
時　

３
月
７
日
㈯
13
時
30
分
～

15
時
30
分

会
場
　
和
鋼
博
物
館
１
階　

映
像

ホ
ー
ル

定
員
　
80
人
（
要
申
込
）

参
加
費
　
無
料

講
師
　
沼
本 

龍
氏
（
吉
備
中
央
町

文
化
財
保
護
委
員
）

申
し
込
み
　
や
す
ぎ
図
書
館

　

℡
22-

２
５
７
４

《《
春
分
》
百
人
一
首
か
る
た
大
会

春
分
》
百
人
一
首
か
る
た
大
会

　　
雪
の
影
響
で
中
止
し
た
「
百
人

一
首
か
る
た
大
会
」
を
改
め
て
開

催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
百
人

一
首
が
初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

3
月
20
日
㈮
㈷
10
時
～
11

時
30
分

会
場
　
や
す
ぎ
図
書
館
２
階　

読

書
テ
ラ
ス
　

定
員
　
20
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
や
す
ぎ
図
書
館

　

℡
22-

２
５
７
４

かみなりせんにょといなづませんにょ

文  ハン・ガン　訳  さいとうまりこ
絵  チン・テラム　発行所  小峰書店

　高いところにある空の国。
雲をつくる仕事に退屈したふ
たりの仙女は、こっそり抜け
出し下の世界を見に行こうと
します。韓国初のノーベル文
学賞作家が子どものために書
いた作品で、温かみのある絵
にも魅力のある絵本です。（根）

著者  安達茉莉子
発行所  エムディエヌコーポレーション

　日々の暮らしの中で、いろい
ろ悩みは尽きません。心理学の
専門家でもカウンセラーでもな
い著者が、とにかく話そうと、
悩みを聞いてくれます。解決を
目的とはせず、話していくうち
に息の詰まるような日々に光が
入り、楽に呼吸ができるような
気がしてきます。（嶋）

とりあえず話そう、お悩み相談の森

著者
 真山仁

発行所
 祥伝社

　阪神淡路大震災で被災し、
東日本大震災で応援教師とし
て被災地に赴いた主人公の小
野寺。彼は再び、能登半島で
被災した子どもたちの苦悩と
希望に向き合う決意をします。
神戸と東北、被災地を結ぶ “震
災三部作” で注目を集めた著
者の新作です。（田）

ここにいるよ

著者
 岡村太一・西川康一

発行所
 中央経済社

　わたしたちが生活している
中でほぼ毎日、目にするのが
「ロゴ」や「ネーミング」をは
じめとする「商標」です。こ
の本では、主に事業者の立場
から、事業における「商標」
の価値やリスクに対する法的
な考え方を解説しています。
（和）

ロゴとネーミングの法律
事業を守る商標のしくみ
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このマークの記事は、関連
写 真 を「 市 公 式 フ ェ イ ス
ブック」で公開しています。

◀
作
文
「
い
ち
ょ
う
の
木
が

く
れ
た
つ
な
が
り
」
が
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

地域の絆で社会を明るく
市長日記市長日記

　１月18日、安来中央交流センターで、安来高校「探
究まつり」が開催され、生徒たちが地域課題への解
決策を発表しました。
　「人口減少対策と高校魅力化」がテーマの班は、「人
口アップすごろく」を制作。「高校の盛り上がりが
人を呼び、定住人口の増加につながる」との考えか
ら、魅力ある学校行事などをマス目で表現しました。
　参加者は、高校の活気がまちを元気にする流れを
体験。発案した生徒は「高校を中心とした安来の未
来を、地域の人と一緒に考えたい」と話しました。

探
究
ま
つ
り
で
未
来
を
描
く 碗

の
中
の
小
宇
宙

▲自らの作品を前に、制作の裏側や陶芸の魅力を
語りました。

　１月 18 日、安来市加納美術館で陶芸家・鈴木
禎
ていぞう

三さんのギャラリートークが行われました。
　国宝「曜

ようへんてんもく

変天目」に魅せられ制作を続ける鈴木さ
んは、「同じ材料や条件で作っても、決して同じ結果
にならないところが面白い」と、焼き物の奥深さを
力説。さらに、指導に訪れたフィリピンでの経験か
ら着想を得た作品の制作秘話なども披露しました。
　参加者は茶碗の中に広がる「小宇宙」のような神
秘的な輝きに見入り、作家の言葉に熱心に耳を傾け
ていました。同展は4月 5日まで開催中です。

　１月８日、社日小学校 6 年生の足立崇
し ゅ う と

人
さんが、第 75 回「社会を明るくする運動」
作文コンテストでの法務大臣賞（最優秀賞）
受賞の報告に来てくれました。全国 12 万点
以上の応募から選ばれた快挙です。
　ラジオ体操を通じ、自ら行動して地域の
絆を深めた足立さん。その優しさと行動力
に、明るい未来への希望を感じます。

今月の1枚

　安来幼稚園と安来保育所の園児が合同で、遊びながら
運動する「アクティブ・チャイルド・プログラム」を体
験しました。ボール遊びやスキップ競走などに挑戦し、
真剣な表情でバランスを取ったり、元気に走り回ったり
して交流を楽しみました。　     １月 14 日：安来幼稚園

▲参加者は「高校の魅力」が「地域の未来」を
作ることを、遊びを通して体感しました。
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▲上位昇格者による披露。（唄）金築章さん、（絃）
岩田彩代さん、（銭太鼓）入江訓子さん。

新
春
を
唄
い
初
め

▲母・娘・妻などではなく、『自分』は何がし
たいのか考えます。

自
分
ら
し
く
働
く

古
い
に
し
え

の
音
色
を
体
感

　１月 16日、山佐小学校でアルテピア主催の出張
公演が行われ、箏

こと

奏者の森梓
あ ず さ

紗さんと笙
しょう

奏者の東田
はる奈さんが来校しました。
　楽器の歴史や仕組みを学び、動きで音を操る即興
遊びに挑戦。児童が立ち上がると音が重なり和音に
なるなど、一緒に音を作る楽しさを体験しました。
　続いて箏に触れる時間も設けられ、最後はプロの
二重奏を鑑賞。目の前で響く力強く幻想的な音色に、
児童たちは「演奏がかっこよかった」「歴史にびっ
くりした」と目を輝かせていました。

▲児童の動きに合わせて笙の音が変化。みんなで
和音（合

あいたけ

竹）を作って盛り上がりました。

▲「事前に何をしておくべきか」をグループで検
討。住まいの終活に必要なことを整理しました。

わ
が
家
の
将
来
を
考
え
る

　１月 23日、安来市防災研修棟で「わたしとわが
家の終活セミナー」を開催し、司法書士の原良太さ
んが登壇しました。
　原さんは、「もったいない」という感情や親戚への
配慮が、判断を鈍らせていると指摘。最終的な責任
は所有者にあり、自分を守るためにも、気持ちに区
切りを付けて早めに準備するよう呼びかけました。
　続くワークショップでは、相続時の困りごとを共
有。事前の整理や話し合いの必要性を再確認し、「住
まいの引き継ぎノート」の活用法を学びました。

　１月18日、安来市防災研修棟で「私のための『子
育て×働く　未来デザイン』ワークショップ」が開
催されました。
　大切なのは働き方の思い込みを外すこと。自分の
強みやゆずれない価値観を見つめ直し、働く女性が
「なりたい自分」を考える機会になりました。
　ワークショップは地域の雇用拡大と定住促進のた
め、産業サポートネットやすぎ（市・JAしまねや
すぎ地区本部・安来商工会議所・安来市商工会）と
ＳＨＥ株式会社（東京都港区）が企画しました。

　安来節保存会主催の「令和８年唄い初め会」が１
月12日、安来節演芸館で開催されました。
　上位昇格者への免状授与や披露出演のほか、全国
の支部から唄・絃（三味線）・鼓の 3人１組で技を
競う「支部競演」に 14組が出場。磨き上げた技で
新春を祝いました。
　令和８年の上位昇格者は准名人３人、大師範６人。
唄で大師範に昇格した本部道場の金築章さんは「自
分の声の高さで、声量いっぱいに唄うこと」と安来
節の魅力を語りました。



雪
が
舞
う
１
月
3
日
、
安
来
市
総

合
文
化
ホ
ー
ル
・
ア
ル
テ
ピ

ア
で
「
二
十
歳
の
集
い
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
対
象
は
平
成
17
年
度
生
ま

れ
の
３
７
９
人
。
当
日
は
３
０
６
人

が
出
席
し
、
会
場
は
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
楽
し
む
温
か
い
笑
顔
に
包
ま
れ

ま
し
た
。 安来市二十歳の集い

フォトレポート



　

式
典
で
は
田
中
市
長
ら
が
門
出
を

祝
福
。
安
来
節
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
実
行
委
員
長
の
飛と

び
た田

秋あ
き
こ子

さ
ん

（
写
真
中
央
）
が
、「
成
功
も
失
敗
も

成
長
へ
の
宝
物
。
や
り
た
い
こ
と
に

挑
戦
を
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
く
実
行
委
員
企
画
で
は
、
委
員

が
夏
か
ら
準
備
を
重
ね
て
き
た
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
や
恩
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。

　

最
後
は
副
委
員
長
の
大お

お
え江

美み
こ
と琴

さ

ん
が
、
今
日
ま
で
見
守
っ
て
く
れ
た

家
族
や
地
域
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
式

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
感
謝
と
決

意
を
胸
に
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

未
来
へ
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

皆さんが生まれた期間のできごと

▶  中海・宍道湖がラムサール条約に登録
▶「安来節演芸館」が開館
▶  愛知県で万博「愛・地球博」開催
▶  トリノ五輪で荒川静香選手が金メダル
▶「郵政解散」総選挙、小泉劇場が話題に
▶ ドラマ「電車男」が社会現象に

企画・運営を行った実行委員の皆さん
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地
域
に
点
在
す
る
文
化
や
風
習
、
文

化
財
な
ど
を
一
つ
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

と
し
て
文
化
庁
が
認
定
し
て
い
る
日

本
遺
産
。
そ
ん
な
日
本
遺
産
に
、
た

た
ら
製
鉄
に
関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
が

「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く
り

千
年
が
生
ん
だ
物
語
～
」
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
日
本
遺
産
の
構
成
地

域
で
あ
る
安
来
市
・
雲
南
市
・
奥
出

雲
町
が
共
同
し
て
、
日
本
遺
産
の
構

成
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

　

奥
出
雲
で
は
か
つ
て
、
山
を
切
り

崩
し
、
た
た
ら
製
鉄
の
原
料
と
な
る

砂
鉄
を
採
取
す
る
「
鉄か

ん

な穴
流
し
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
跡
地
は

棚
田
へ
と
姿
を
変
え
、
奥
出
雲
町
の

特
産
品
「
仁
多
米
」
を
育
む
大
地
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
た
た
ら
製
鉄
に
は
多
く
の

木
炭
が
必
要
と
な
る
た
め
、
先
人
た

ち
は
計
画
的
に
木
を
切
り
、
山
を
再

生
さ
せ
る
な
ど
、
資
源
が
循
環
す
る

仕
組
み
を
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
自
然
と
共
生
す
る
持
続

可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
景
観
が
評
価
さ

れ
、
平
成
26
年
3
月
に
中
国
地
方
初

の
「
国
の
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
定
。

さ
ら
に
令
和
7
年
８
月
に
は
、「
世
界

農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

＝人権尊重社会の実現をめざして＝

シリーズ
 人権を

考える 79

『SDGs と人権』

◆３月の「特設人権相談所」◆３月の「特設人権相談所」
開設日時開設日時　３月 19 日㈭９時 30 分～ 12 時
　　場所場所　広瀬社会福祉センター 視聴覚室

■
奥
出
雲
た
た
ら
製
鉄
及
び

■
奥
出
雲
た
た
ら
製
鉄
及
び

棚
田
の
文
化
的
景
観（
奥
出
雲
町
）

棚
田
の
文
化
的
景
観（
奥
出
雲
町
）

問い合わせ　人権施策推進課　☎２３- ３０９５

【
日
本
遺
産
】

【
日
本
遺
産
】　　
　

シ
リ
ー
ズ
⑪

　

シ
リ
ー
ズ
⑪

出出い

ず

も

の

く

に

い

ず

も

の

く

に

雲
國
雲
國
た
た
ら
風
土
記

た
た
ら
風
土
記

　

～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～

　

～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～問い合わせ　観光振興課

　☎２３- ３１１０

　SDGs（持続可能な開発目標）は、17のゴー
ルと 169 のターゲットを掲げ、「誰一人取り残
さない」社会を目指して世界中で取り組まれて
います。
　この理念の根底にあるのは、誰もが生まれな
がらに持つ「人権」を尊重するという考えです。
「貧困」「健康」「教育」「ジェンダー」「不平等」
などの目標に取り組むことは、弱い立場の人々
を含め、すべての人の「生きる権利」や「学ぶ
権利」を守ることそのものなのです。
　人権は、個人の権利だけではなく、社会全体
の安定と発展の土台でもあります。人権が軽視
される社会では争いや差別が起きやすく、経済
の発展も停滞してしまいます。SDGsが目指す、

すべての人が尊厳を持って生きられる社会は、
人権が大切にされて初めて実現するのです。
　昨年 6月発表の SDGs 達成度ランキング（国
連持続可能な開発ソリューション・ネットワー
ク）において、日本は世界 19 位でした。「飢
餓をゼロに」「ジェンダー平等」など、6項目
が「深刻な課題」という厳しい評価を受けてい
ます。
　目標達成期限の 2030
年まであと 4年。私たち
一人ひとりに何ができる
のか、より具体的に考え
てみませんか？

▲福頼棚田（奥出雲町）

　～「誰一人取り残さない」
　　　　　　　人権尊重の考え方～

関連情報はこちら
右下２次元コード：
出雲國たたら風土記
インスタグラム

左下２次元コード：
鉄の道文化圏ホーム
ページ
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　事前予約により、行政サービスを交流センター
や近くの集会所など希望の場所で提供します。
対象エリア　市内全域
　※ au 通信回線が利用可能な場所、車両（ハイ
　エース）を駐車できるスペースがある場所のみ
提供サービス（要予約）
①スマホ相談
②生活、健康などの相談
③証明書の発行　
④マイナンバーカードの新規申請、10 年更新
予約方法
　希望日の３日前までに、次のいずれかの方法で
予約してください。
 ・インターネット予約
　安来市相談・健（検）診等予約サイ
ト（右２次元コード）から予約してく
ださい。
 ・電話予約　ＤＸ推進課　☎２３- ３０２９

　下記の巡回スケジュールで利用してください。
提供サービス
　左の事前予約提供サービス②～④、ごみ袋の購入
　（①スマホ相談はありません）
３月の巡回スケジュール　（ …交流センター）

■定期巡回で利用する場合

■事前予約で利用する場合

このコーナーでは安来市のＤＸの取り組みを紹介します。
ＤＸとは、デジタルトランスフォーメーションの略で、デジタル技術を社会に浸透させて人々の生活
をより良いものへと変革することです。

問い合わせ　ＤＸ推進課　☎２３- ３０２９

問い合わせ　地域振興課　☎２３- ３０７５

e スポーツとは？
　「e スポーツ」という言葉をご存じですか？コ
ンピューターゲームを使った対戦を「スポーツ競
技」として捉えるものです。年齢、性別、障がい
の有無に関わらず、誰もが同じフィールドで楽し
めるのが特徴です。

ｅスポーツのメリット
　安来市では、デジタル技術を活用した新たな交
流の場として e スポーツの普及に取り組んでいま
す。単なる娯楽ではなく、高齢者の健康増進やフ
レイル（虚弱）予防、若者と高齢者が一緒に楽し
む「世代間交流」のツールとしても期待されてい
ます。

巡回日 時間 場所

９日（月）
９時 30 分～ 10 時 30 分 宇波

11 時 15 分～ 12 時 15 分 東比田

10 日（火）

９時 30 分～ 10 時 30 分 宇賀荘

10 時 45 分～ 11 時 45 分 大塚

13 時 30 分～ 14 時 30 分 吉田

11 日（水）

９時 30 分～ 10 時 30 分 赤屋

11 時～ 12 時 井尻

13 時 30 分～ 14 時 30 分 安田

12 日（木）
９時 30 分～ 10 時 30 分 奥田原

11 時～ 12 時 西谷

「ｅスポーツ運動会」を開催しました「ｅスポーツ運動会」を開催しました
　令和 5・６年度に「e スポーツ運動会」を
開催し、多くの皆さんに体験していただきま
した。今年度は地震の影響で中止となりまし
たが、今後も e スポーツを通じた交流や健康
づくりの機会を広げていく計画です。

◀
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
運
動
会
」

の
様
子
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。
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問い合わせ　中海・宍道湖・
大山圏域市長会事務局
　☎０８５２-５５- ５０５６

　

は
じ
め
ま
し
て
！
台
湾
か
ら
来
ま

し
た
、
葉よ

う 

可か
ぜ
ん全

で
す
。
令
和
6
年
6

月
か
ら
圏
域
市
長
会
で
国
際
交
流
員

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
今
日
は
、

私
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
推
し
活
」

―
―
圏
域
市
長
会
の
台
湾
交
流
事
業

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

台
湾
で
は
毎
年
、
旧
正
月
に
あ
わ
せ

て
数
万
人
が
訪
れ
る
花
の
イ
ベ
ン
ト

「
春
節
前
建
国
花
市
」
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
圏
域
市
長
会
も
出
展
を
し
て

い
ま
す
。
会
場
で
は
松
江
産
の
牡
丹

が
美
し
く
咲
き
誇
り
、
特
産
品
の
販
売

や
、
安
来
節
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
踊
り
」

で
盛
り
上
が
る
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
光
景
を
見
る
た

び
に
、私
の
好
き
な
こ
の
圏
域
―
―
「
神

話
の
国
」
な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化
、

水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
優
雅
な
日
常
を
、

よ
り
多
く
の
台
湾
の
人
々
に
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
台
湾
か
ら
の
訪
日
人
数

は
、
過
去
最
高
の
６
０
０
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。
台
湾
で
の
日
本
旅
行
ブ
ー

ム
が
続
く
な
か
、「
米
子
ー
台
湾
直
行

便
」は
常
に
80
％
以
上
の
搭
乗
率
を
保
っ

て
い
ま
す
。
往
来
が
便
利
に
な
っ
た
今
、

双
方
の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
、

圏
域
と
台
湾
を
つ
な
ぐ
こ
の
「
推
し
活
」

を
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
楽
し
く
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
員
の
「

国
際
交
流
員
の
「
推
し
活

推
し
活

4

4

4

4

4

4

」」

―
―
圏
域
の
魅
力
、
台
湾
に
届
け

―
―
圏
域
の
魅
力
、
台
湾
に
届
け

　現在の農業委員と農地利用最適化推進委員の任
期満了に伴い、第９期農業委員と農地利用最適化
推進委員を募集します。

「募集要項」は農林振興課と農業委
員会事務局に設置しています。また、
市ホームページ（右２次元コード）
からもダウンロードできます。

▲松江の「牡丹」と安来節「どじょうすく
い踊り」が会場を魅了（台湾・建国花市）

▲圏域の魅力をPR
する葉さん（右）

人数人数 第９期任期第９期任期 業務業務

農業委員 19人
令和８年８月１日
　　～令和11年７月31日

農地の売買・貸借・転用などの許認可を行い、市
内全域における農地利用の最適化の推進

農地利用最適化
推進委員

36人
農業委員会が委嘱した日
　　～令和11年７月31日

担当区域における現場活動を通じて、担い手への
農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・
解消等、地域に根ざした農地利用最適化活動

募集期間　２月24日㈫～３月24日㈫
応募方法　「推薦（個人、団体等）」、「応募（自薦）」
　応募方法、資格、職務内容の詳細は「募集要項」
をご覧ください。

問い合わせ問い合わせ　　
　農林振興課　☎２３-３３３０　農林振興課　☎２３-３３３０
　農業委員会事務局　☎２３-３３６０　農業委員会事務局　☎２３-３３６０

農業委員と農業委員と
農地利用最適化推進委員を募集します農地利用最適化推進委員を募集します
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庁
地

交
伯 総

　１月６日に発生した地震により被害を受け
た事業者に対し、復旧・事業継続等に要する
経費を助成します。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
、
交
付
等
の
休
日
窓
口

を
開
設
し
ま
す（
要
予
約
）

　

休
日
窓
口
を
利
用
す
る
場
合

は
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
必

ず
３
日
前
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
は
、
市
民
課
へ

の
電
話
予
約
か
、安
来
市
相
談
・

健
（
検
）
診
等
予
約
サ
イ
ト
（
左

２
次
元
コ
ー
ド
）

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時　

３
月
15
日
㈰
９
時
〜

12
時

場
所　

市
民
課
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課　

℡
23-

３
０
８
３

永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録

と
閲
覧

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
３

カ
月
に
１
回
永
久
選
挙
人
名
簿

に
新
た
な
登
録
（
定
時
登
録
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
３

月
２
日
に
、
次
の
人
を
対
象
に

登
録
し
ま
す
。
事
前
に
申
し
出

を
す
れ
ば
、
登
録
の
内
容
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
対
象　

平
成
20
年
３
月
２

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
令

和
７
年
12
月
１
日
ま
で
に
住
民

登
録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き
３

カ
月
以
上
安
来
市
に
居
住
し
て

い
る
人

閲
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

３
階
）

新
町
駐
車
場
の
定
期
使
用

者
を
追
加
募
集
し
ま
す

　

安
来
町
（
新
町
）
に
あ
る
市

営
駐
車
場
の
使
用
者
を
追
加
募

集
し
ま
す
。

所
在
地　

安
来
町
１
９
６
１
番

地
１

募
集
区
画
数　

15
区
画
（
１
月

30
日
現
在
）

使
用
料　

月
額
４
４
０
０
円

（
税
込
）

期
間　

４
月
１
日
㈬
か
ら
５
年

以
内

申
込
期
限　

３
月
６
日
㈮

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

財
政
課

　

℡
23-

３
０
２
３

被災中小企業等事業継続支援事業被災中小企業等事業継続支援事業
乳
幼
児
健
診

※
受
付
時
間
は
個
別
通
知
で
確

閲
覧
日
時　

３
月
３
日
㈫
か
ら

随
時
（
原
則
閉
庁
日
を
除
く
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

　

℡
23-

３
１
３
５

認
く
だ
さ
い
。

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診

開
催
日　

３
月
５
日
㈭

場
所　 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
６
年
７
月
16
日
〜

８
月
31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ

●
３
歳
児
健
診

開
催
日　

３
月
５
日
㈭

場
所　 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
４
年
９
月
16
日
〜

10
月
31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、当
日
朝
の
尿
、

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
仕
上
げ
用

歯
ブ
ラ
シ
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
７

発
育
測
定

日
時
・
場
所　

３
月
27
日
㈮
10

時
〜
11
時
・

●
●
●
●
●
●
●

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
７

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

定住産業課　℡２３-３１０６

補助対象者
　市内に事務所、工場等を置く中小企業者ま
たは組合。ただし、農業、林業、漁業等は除く。
申請締切
　11月30日㈪
実績報告書提出締切
　12月28日㈪
補助対象経費
　・施設設備等修繕費
　・備品修繕費等
補助率
　補助対象経費の 2/3（補助上限200万円）
申請窓口
　定住産業課（安来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）

　詳しくは、市ホームページ（右
２次元コード）を確認ください。
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
（
３
月

２
日
㈪
９
時
受
付
開
始
）

※
要
申
込
み

●
パ
パ
・
マ
マ
ヨ
ガ
と
お
や
こ

ヨ
ガ
で
楽
し
も
う
！

　

前
半
は
、
パ
パ
・
マ
マ
の
姿

勢
改
善
や
肩
こ
り
解
消
、
骨
盤

矯
正
な
ど
を
中
心
に
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
。
後
半
は
、
親
子
で

一
緒
に
身
体
を
動
か
し
て
楽
し

み
ま
す
♪

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
９
日
㈪
10
時
30
分

〜
12
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

定
員　

10
組

※
託
児
あ
り
（
10
人
ま
で
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課　

　

℡
23-

３
２
２
２

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来市地域包括支援センター

　　℡３２-９１１０

　近年、少子高齢化が進み、安来市内でも家族
や地域とのつながりが薄い高齢者が増えていま
す。そのため、入院や入居などの身元保証（引
受）や日常生活の支援、死後の事務手続きなど、
支援体制づくりが急務となっています。
　今年度の地域ケア推進会議では、ＮＰＯ法人
やどかりプラスの芝田淳

じゅん

理事長をお迎えしま
す。「身寄り問題」をテーマに、その現状や課題
について考えてみませんか。

日時日時　３月７日㈯ 13時～16時
場所場所　

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地

小ホール　入場料入場料　無料
講演講演　『身寄りがなくても安心して
　　　　　  暮らすための互助のススメ』
申込申込　右２次元コード、または電話
　　　にて申込みください。

離
乳
食
教
室

開
催
日　

３
月
３
日
㈫

時
間　

▽
前
期
（
生
後
５
〜
８

カ
月
児
）
：
10
時
〜
11
時　

▽
後
期
（
生
後
９
カ
月
児
〜
１

歳
６
カ
月
児
）
：
14
時
〜
15
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

は
じ
め
て
の
子
育
て
教
室

日
時
・
場
所　

▽
３
月
４
日
㈬

▽
３
月
11
日
㈬　

▽
３
月
18
日

㈬
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
・

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
７
年
10
月
〜
12
月

生
ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
母
親

※
個
別
通
知
が
あ
り
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課　

　

℡
23-

３
２
２
７

安
来
市
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
）
の
基
本
操
作
な
ど
の
相

談
　

パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
・
修
理

は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
〜
12
時　

▽
14

時
〜
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
要
事
前
予
約
（
当

日
予
約
可
）

▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
・

デ
ジ
カ
メ
の
持
ち
込
み
可　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

は
当
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
で

の
み
利
用
可

●
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
さ
わ
っ
て
簡
単

な
操
作
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

訓
練
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
パ

ソ
コ
ン
で
行
い
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
〜
12
時　

▽
14

時
〜
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー　

℡
23-

１
７
５
０

妊
婦
歯
科
検
診

日
時
・
場
所　

３
月
１
日
㈰
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
・

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
７
年
11
月
〜
令
和

８
年
１
月
に
妊
娠
の
届
け
出
を

さ
れ
た
妊
婦

※
受
付
時
間
は
各
自
異
な
り
ま

す
。
個
別
通
知
で
確
認
く
だ
さ

い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
７

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ご

は
ん
手
帳
（
乳
児
前
期
健
診
で

配
布
）、試
食
用
ス
プ
ー
ン
（
大

人
用
、
子
ど
も
用
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課　

　

℡
23-

３
２
２
７
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庁
地

交
伯 総

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
安

来
「
春
の
水
泳
教
室
」

　

５
日
間
連
続
受
講
で
、
め
き

め
き
上
達
し
ま
し
ょ
う
。

　

送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
順

路
な
ど
詳
細
は
申
し
込
み
時
に

お
伝
え
し
ま
す
。

期
間　

３
月
30
日
㈪
〜
４
月
３

日
㈮
９
時
30
分
〜
10
時
15
分

場
所　

安
来
市
民
プ
ー
ル

対
象　

３
歳
〜
中
学
生

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
６
０
円
（
会
員

は
４
５
１
０
円
）

申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
て

安
来
市
民
プ
ー
ル
窓
口
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

２
月
25
日
㈬
11
時
か
ら
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
す
。

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

の
申
し
込
み
・
予
約
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
民
プ
ー
ル
（
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
安
来
）

　

℡
22-

０
８
４
８

毎
月
第
１
日
曜
日
は

休
日
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

高
齢
者
に
関
す
る
幅
広
い

相
談
を
お
受
け
す
る
と
と
も

に
、
介
護
、
医
療
、
福
祉
、
保

健
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度

や
地
域
で
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

３
月
１
日
㈰
９
時
30

分
〜
12
時

場
所　

安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

相
談
料
・
予
約　

無
料
・
不
要

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

　

℡
32-

９
１
１
０

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

【
電
話
相
談
】

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

相
談
内
容　

不
動
産
売
買
、

名
義
変
更
、
お
金
の
貸
し
借

り
、悪
質
商
法
、ロ
ー
ン
返
済
、

会
社
登
記
、
裁
判
、
成
年
後

見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な

ど日
時　

毎
週
月
・
木
曜
日
12

時
〜
15
時
（
祝
日
は
除
く
）

●
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時　

毎
週
火
曜
日
12
時
〜

15
時
（
祝
日
は
除
く
）

【
面
談
相
談
】

日
時　

３
月
21
日
㈯
13
時
〜

17
時

場
所　

朝
日
公
民
館
（
松
江

市
朝
日
町
）

予
約
方
法　

電
話
予
約
（
毎

週
月
・
火
・
木
曜
日
12
時
〜

15
時
）

予
約
先

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
司
法
書
士
会

℡
０
８
５
２-

24-

１
４
０
２

看
護
職
就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

※
無
料
・
要
予
約

　

看
護
職
の
求
人
・
求
職
相
談
、

情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
３
月
26
日
㈭
13
時
30
分
〜

15
時
30
分
・
松
江
テ
ル
サ
（
松

江
市
朝
日
町
）

▽
平
日
10
時
〜
15
時
・
島
根

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
松
江

市
袖
師
町
）

　多年にわたり、男女共同参画活動に取り組むサ
ポーターの皆さんに県知事から感謝状が贈られま
した。この賞は、島根県男女共同参画サポーター
として９年以上在籍し、地域における男女共同参
画の推進のため活動を行っている人へ贈られま
す。

　安来市では、現在９人の人権擁護委
員が人権相談などの活動を行っていま
す。このたび、任期満了に伴い、高橋
節子さんが１月１日付けで法務大臣よ
り人権擁護委員に委嘱されました。

人権擁護委員　高橋節子（再任）

委嘱期間　令和８年１月１日～

　　　　　令和10年12月31日

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

松江地方法務局人権擁護課
　℡０８５２-３２- ４２６０

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
‐
27-

８
５
１
０

安来市受賞者　
福井加代子さん（21年）・矢削重紀 さん（15年）
門脇富美子さん（13年）・佐伯直子さん（９年）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

人権施策推進課　℡２３-３０９５

※（　）内は男女共同参画サポーター歴の年数。
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各
種
定
期
相
談
は
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
で

　

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談

時
間
・
問
い
合
わ
せ
先
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

行
政
相
談
　
▽
９
時
〜
12
時

▽
総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー　

℡
０
８
５
２

-

21-

３
６
３
０

生
活
相
談
　
▽
９
時
〜
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会　

℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談
　

▽
９
時
〜
12
時　

▽
人
権
施

策
推
進
課　

℡
23-

３
０
６
８

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
（
要

予
約
）　
▽
14
時
〜
16
時
▽
サ

ポ
ス
テ
松
江　

℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談
「
は
ぴ
こ
交
流

海
上
保
安
官
等
採
用
試

験
案
内

●
海
上
保
安
官
採
用
試
験
（
令

安来市指定文化財指定記念行事
第 22 回 安来市歴史文化講座

　『加納辰夫文書』は、加納辰夫（雅号：莞
かんらい

蕾）による第二次
世界大戦におけるフィリピン戦犯助命嘆願運動の記録であり、
令和７年７月24日に安来市指定文化財（有形文化財・歴史資料）
に指定されました。
　戦後80年の節目を経て、この貴重な資料を広く知っていた
だき、一層の活用を図るため、記念行事を開催します。

日時　３月８日㈰ 13時～15時（開場：12時30分）
場所　布部

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

講座　講談　「加納莞蕾物語」
　　　　　　講師：講談師　玉田玉

ぎょくしゅうさい

秀斎氏
　　　講演　「加納辰夫文書の文化財的価値と今後の活用」
　　　　　　講師：広島市立大学教授　永井均

ひとし

氏
　　　※講座終了後、加納佳世子名誉館長が「加納辰夫文書」
　　　を解説します。（希望者のみ /会場：加納美術館）
参加料　無料　申込　不要● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

文化課　℡２３-３１８５
　安来市加納美術館　℡３６-０８８０

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

関
し
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

▽
３
月
10
日
㈫
９
時
30
分
〜

16
時
・
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

▽
３
月
24
日
㈫
９
時
〜
11
時
・

●
●
●
●
●
●
●

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

和
９
年
４
月
入
校
）

受
付
期
間　

３
月
23
日
㈪
ま

で第
１
次
試
験
日　

５
月
24
日
㈰

●
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用

試
験
（
特
別
）（
令
和
８
年
10

月
入
校
）

受
付
期
間　

３
月
２
日
㈪
〜

３
月
23
日
㈪

第
１
次
試
験
日　

５
月
10
日
㈰

そ
の
他　

▽
申
し
込
み
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
▽
受
験
資
格

等
の
詳
細
は
、
人
事
院
採
用

情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
（
下
２
次
元

コ
ー
ド
）
を
確

認
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

境
海
上
保
安
部
管
理
課

℡
０
８
５
９
‐
42-

２
５
３
２

就
職
相
談
会
IN
安
来

　

個
別
に
就
職
相
談
を
行
い
、

一
人
一
人
に
合
っ
た
働
き
方
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

※
一
人
あ
た
り
30
分

日
時
３
月
７
日
㈯
13
時
〜
16

時場
所　

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地

展
示
室

対
象　

再
就
職
・
転
職
を
希

望
す
る
人

予
約
締
切　

３
月
６
日
㈮

そ
の
他　

▽
服
装
自
由
・
参

加
費
無
料　

▽
こ
の
相
談
会
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
失
業
認
定
に
係
る

求
職
活
動
に
該
当
し
ま
す
。

▽
詳
し
く
は
、
就
職
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
２
次
元
コ
ー
ド
）
を
確
認

く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

島
根
（
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事

セ
ン
タ
ー
松
江
／
レ
デ
ィ
ー
ス

仕
事
セ
ン
タ
ー
松
江
）

℡
０
８
５
２
‐
61-

６
１
１
１

／
６
１
１
７

サ
ロ
ン
」　
▽
10
時
〜
12
時

▽
定
住
産
業
課　

℡
23-

３
１
７
９

◀
加
納
辰
夫
文
書
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庁
地

交
伯 総

　今回の演奏会は、安来市立第二中学校吹奏
楽部の皆さんをゲストに、合同演奏のほか
JAZZ から J-POP まで幅広いジャンルの曲を
取り揃えて皆様をお待ちしています。
　きっとご満足いただけるステージになるこ
とと思いますので、ぜひご家族連れでお越し
ください！

日時　３月 21 日㈯
　　　開場：13 時 30 分　開演：14 時
場所　

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地

大ホール

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来高校（担当：磯田）　℡２２-２８４０

会期　４月５日㈰まで
開館時間　９時～16時30分
　　　　　（入館は16時まで）
休館日　火曜日（祝日の場合は翌日）
入館料　一般：1,100円（900円）
　　　　高校生・大学生：550円（450円）
　　　　中学生以下：無料
　　　　※（　）内は団体料金
【関連イベント】　【関連イベント】　
名碗を愉しむ会名碗を愉しむ会
日時　３月15日㈰
　　　① 10時30分～　② 13時30分～
会場　茶室「如水庵」
参加費　2,000円（入館料は別途）
定員　各回５人　申込締切　３月12日㈭

加納美術館企画展

鈴木禎
て い ぞ う

三 展　碗の中の小宇宙
◀
鈴
木
禎
三 『
緋ひ

だ
す
き
ち
ゃ
わ
ん

襷
茶
盌
』

学芸員によるギャラリートーク学芸員によるギャラリートーク
日時　３月22日㈰
　　　① 11時～　② 13時30分～
会場　美術館展示室　
参加費　無料（要入館料）　
申込　不要

作家によるギャラリートーク作家によるギャラリートーク
日時　３月29日㈰
　　　① 11時～　② 13時30分～
会場　美術館展示室　
参加費　無料（要入館料）
申込　不要

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来市加納美術館　℡３６‐０８８０

▽美術館HP

　同時開催　小企画展　加納溥
ひ ろ き

基コレクション
　　　　　　　　　　　  「備前焼―細工物の世界」
　　　　　　加納莞蕾展「今願う―世界の平和を」

入場料　無料（整理券不要）
曲目　ラ・レーヌ・ヴィクトリア
　　　　　～バルモラルの記憶～
　　　チェスフォードポートレート
　　　September　など
ゲスト　安来市立第二中学校吹奏楽部

◀昨年の様子



秘
書
広
報
課
編
集

●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。
●自治会宛の発送等については、地域振興課（☎ 23-3067）までご連絡ください。

塩分
 0.1g

100
　Kcal※１人分あたり※１人分あたり

　市では、防災情報や市からのお知ら
せなどを音声で伝える「行政告知端
末」の設置を推進するため、やすぎど
じょっこテレビを通して費用の一部を
助成しています。
　災害への備えとして、未設置のご家
庭や事業所の皆さまは、ぜひ設置をご
検討ください。
▶助成対象：端末機器代、光ケーブル
引込工事費など（宅内配線工事費を除
く）

▲レシピ考案：認定こども園安田の
　調理師さん。

◀ほどよい塩味が素材の甘さを引き
　立てます。

▼
建
物
被
害
も
発
生
し
た
１

月
の
地
震
。
安
来
高
校
探
究

ま
つ
り
の
「
ペ
ッ
ト
防
災
」

発
表
は
、
飼
っ
て
い
な
い
私

に
も
響
き
ま
し
た
。「
守
れ

る
の
は
飼
い
主
だ
け
」。
そ
の

言
葉
を
自
分
事
と
捉
え
、
今

一
度
、
災
害
へ
の
備
え
を
見

直
そ
う
と
思
い
ま
す
。（
山
）

安来市の人口と世帯数

人口合計

世 帯 数 

Ｒ8.1.31現在

（男:16,607人   女:17,817人）

3 4 , 4 2 4人

1 4 , 2 3 1世帯

令
和
８
年
３
月
号

【作り方】
①　サツマイモは輪切り、ゴボウは斜め切り、レンコンはい
　　ちょう切りで、すべて薄切りにする。水にさらしてアク
　　をとり、水気をしっかりと拭き取る。
②　170℃に熱した油で、サツマイモを素揚げにする。きつね
　　色になり、パリッとするまで揚げる。
③　レンコンとゴボウは薄力粉をまぶし、余分な粉をはたい
　　てから、パリッとなるまで油で揚げる。
④　ボウルに②と③を入れ、溶かしバターと塩を全体的に絡
　　めて出来上がり。

【ポイント】
・根菜が苦手な子でも塩バターの味とパリッとした食感で食
べやすいメニューです。

材料（４人分）

・サツマイモ　　　1/2 本（120 ｇ）

・ゴボウ　　　　　  1/4 本（20 ｇ）

・レンコン　　　　1/10 本（20 ｇ）

・薄力粉　　　　　　　　　   適量

・揚げ油　　　　　　　　　   適量

・塩　　　　　　　　　　　   少々

・バター（無塩）　　　　 　 　  5g

行政告知端末を行政告知端末を
　設置しませんか　設置しませんか

▼
『
な
り
た
い
自
分
』
と
は
。

働
く
女
性
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
取
材
し
て
か
ら
考
え
て

い
ま
す
。『
な
り
た
い
自
分
』

が
い
れ
ば
、
自
分
の
役
割
が

変
わ
っ
て
い
っ
て
も
大
丈
夫

な
気
が
し
ま
す
。「
な
り
た

い
自
分
を
見
つ
け
る
」
今
年

の
目
標
で
す
（
た
）

申込　やすぎどじょっこテレビ
　　　℡２２-５０５０
問 ＤＸ推進課　℡２３-３１２１
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